
第４回 

勝山市上下水道料金制度審議会 

勝山市 建設部 上下水道課 
    総務部 財政課 
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水道事業会計の 
将来見通しについて 
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上水道 有収率の県内他市状況 

平成28年度 有収率（％） 

福井市 92.34 

敦賀市 92.55 

越前市 92.09 

小浜市 90.83 

大野市 73.20 

勝山市 78.22 

あわら市 90.17 

坂井市 90.17 

鯖江市 91.50 

全国平均（平成27年度） 

    85.33％ 
 
 
給水人口1.5万人以上3万人未満 
全国平均（平成27年度） 

    81.32％    
 

類似団体平均（平成27年度） 

    80.97％ 
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有収率の概況 

年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 
平成28年

度 

有収率（％） 81.91 80.34 79.02 78.30 78.22 

有収率の推移 

漏水調査 

毎年度、漏水調査を外部委託して実施。5～6年で全地区の調査を実施。 
早期発見につなげ、修繕工事を実施。 

漏水修繕の状況 

年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 
平成28年

度 

件数 104 96 106 121 １０５ 

漏水調査やパトロール、住民からの通報等による漏水修繕 
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有収率の概況 

平成２８年度の有収率の状況 

有収水量（2,325,528㎥）／配水量（2,973,004㎥） ⇒ 有収率：78.22％ 

配水量の状況 

有収水量（料金収入となった水量）：78.22％ 

無収水量（ドレンなど水道事業において必要とされる水量）：3.57％ 

無効水量（漏水などの不明水量）：18.21％ 

漏水コストの算定 

配水量によって変動する「動力費（電気代）」および「薬品費」を漏水コストと設定 

配水量に対する「１㎥あたりの動力費」と「薬品費」を算出し、漏水コストを算定 

動力費：9.8円（/㎥） 薬品費：0.2円（/㎥） 無効水量：541,296㎥ 

漏水によるロス：10円（動力費+薬品費）×無効水量＝5,412,960円 
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有収率の概況 

年度 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

有収率 
（％） 

78.25 78.50 79.00 79.50 80.00 80.50 81.00 82.00 83.00 84.00 85.00 

有収率の改善 

平成40年度に全国平均８５％となるよう設定（無収水料は3.5%に設定） 

維持管理費（動力費、薬品費）の将来見込み 

年度 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

動力費 30,653 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 

薬品費 786 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 

第3回審議会資料 

年度 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

動力費 30,653 29,908 29,731 29,564 29,406 29,255 29,117 28,835 28,573 28,324 28,101 

薬品費 786 797 792 787 782 778 773 765 757 750 743 

（千円） 

（千円） 
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維持管理費内訳 

※職員給与費：給料、手当、法定福利費 

※動力費：水源地のポンプ等の動力に係る電気料 

※修繕費：漏水修繕、電気設備機械等修繕、消火栓修繕 

※委託料：水質検査、設備点検、立川管理センター管理、漏水調査、洗管作業、検針、システム保守 

※薬品費：次亜塩素酸ナトリウム、塩素試験薬 

※負担金：浄土寺川ダム管理負担金、水源使用負担金、各種協会負担金 

※その他：消耗品、燃料費、光熱水費、通信運搬費、賃借料、保険料 6 
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 項   目 用語の説明 算出式 

給水区域内人口 上水道が使用できる区域の人口(住民基本台帳） ～H28：実績、 H29～：2%ずつ減少 

給水人口 上水道を使用している人口（住民基本台帳） ～H28：実績、 H29～：2%ずつ減少 

有収水量 使用者のメーターを通った上水道使用量 

13mm～25mmは1人1日平均使用水量（直近10年間の実績を基
に将来需要を予測）×給水人口の見込み 
40mm～100mmは直近10年間実績を基に将来需要を予測 

収
益
的
収
支 

収
入 

料金収入 上水道料金 有収水量×予測供給単価 

長期前受金戻入 補助金等を減価償却して収益化した分 年度別収益化予定額に将来見込額を加算。 

資本費繰入収益 簡易水道統合に係る企業債元金一般会計繰入金 年度別償還元金から算出 

その他 加入金、中止手数料、他会計負担金、利子等 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

支
出 

維持管理費 電力費、薬品費、修繕費、委託費等 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

減価償却費等 前年度までの配管、機械、電気等の減価償却分 年度別減価償却予定額に将来見込額を加算。 

償還利子 長期借入金の返済利子 年度別償還利子予定額に将来見込額を加算。 

その他 消火栓維持管理費等 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値から推定。 

特別損益 過年度支出（漏水による減免等）、収入等 大きな変動はないと想定。 

当年度純利益（純損失） 単年度の水道会計損益   

資
本
的
収
支 

収
入 

起債 建設工事施工に伴う借入金 建設改良工事の見込み額に合わせて算出 

一般会計等繰入金 返済元金の内、一般会計が負担すべきもの 年度別償還元金予定額に将来見込額を加算。 

その他 新規加入者の工事負担金、国・県補助金 大きな変動はないと想定。過去10年の平均値等から推定。 

支
出 

建設拡張・改良費 新規工事、改良・改築工事 老朽布設管の更新工事、配水池の耐震化工事を加算。 

償還元金 長期借入金の返済元金 年度別償還元金予定額に将来見込額を加算。 

用語の説明、算出根拠 
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水道会計の将来見通し 

（千円） 
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水道会計の見込み 

平成２４年度時点での３０年度予測 現時点での平成３０年度見込み 
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下水道（農集排）事業会計の 
将来見通しについて 
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国が指導する下水道（農集排）会計と財源内訳 
（平成１８年度以降） 

建設改良費 

公債費 （資本費） 

維持管理費 
  

10 
公共  農集排 

  6   (7) 
 Ｈ31～ 
  7   (7) 

公共  農集排 

 4   (3) 
Ｈ31～ 
 3   (3) 

  

  

  

  
  
  

  

国・県補助金 
起債（建設債） 
受益者負担金等 

 起債 
  資本費 
  平準化債 
  特別措置分 

一般会計 
繰入金等 

 

使用料 

交付税 ７/１０ 
市税等 ３/１０ 11 
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公債費の償還財源 

公共下水道（分流式） 

公債費償還額（全額） 

 

実質借換 
 

特別措置分 
H31～同意されない見通し 

雨
水
１
割 

 汚水  
 ～Ｈ30 ５割 (人口密度 25人/ha以上) 
 Ｈ31～６割 (人口密度 25人/ha未満) 

使用者負担 
Ｈ30まで４割 
Ｈ31から３割 

        

  
起債 
借入 

  
一般会計 
繰入金等 

  使用料   

内 交付税 ７割 
  市税  ３割 

農業集落排水事業 

資本費平準化債 
雨
水
１
割 

汚水６割 
使用者負担 

３割 

Ｈ３０まで合計６割、Ｈ31～７割 Ｈ３０まで ４割、 
Ｈ３１～ ３割 
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 下水道（２９年度） (決算見込) 

歳
出 

建設費（建設改良費） 
  195百万円 

公債費   423百万円（元金326百万、利子97百万） 
(計画 425百万円、元金326百万円、利子99百万円) 

維持管理費 
（計画 191百万円） 

管渠・処理場改築 
26百万円 397百万円 

除外分 負担割合 6割 負担割合 4割 

332百万円   
公費負担分 使用料負担分 

254百万円 143百万円 

332百万円 26百万円 213百万 41百万 143百万円 185百万円 

 
 

                    
↑41百万円の収入超過 
（見通しでは35.8百万円） 

        

歳
入 

国・県補助金・起債 
・受益者負担金等 

起債 
特別措置分 

一般会計繰入金等 使用料等 
（計画371百万円） 

332百万円  26百万円 213百万円 369百万円 

 下水道（３０年度） (見込) 

歳
出 

建設費（建設改良費）  
 400百万円 

公債費   428百万円（元金336百万、利子92百万） 
(計画 434百万円、元金336百万円、利子98百万円) 

維持管理費 
（計画 182百万円） 

 

管渠・処理場改築 
25百万円 403百万円 

除外分 負担割合 6割 負担割合 4割 

400百万円   
公費負担分 使用料負担分 

257百万円 146百万円 

400百万円 25百万円 225百万 32百万 146百万円 190百万円 

 
 

                    
↑32百万円の収入超過 
（見通しでは27.9百万円） 

        

歳
入 

国・県補助金・起債・受益者
負担金等 

起債 
特別措置分 

一般会計繰入金等 使用料等 
（計画359百万円） 

400百万円  25百万円 225百万円 368百万円 
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   農集排（２９年度） (決算見込)                          

歳
出 

建設費 
（建設改良費） 

公債費   100百万円（元金73百万、利子27百万） 
(計画 100百万円、元金73百万円、利子27百万円) 

維持管理費 

30百万円 70百万円 52百万円 

除外分 

負担割合 7割 負担割合 3割 （計画 52百万円）  

公費負担分 使用料負担分   

50百万円 22百万円   

2百万円 30百万円 48百万円 22百万円 19百万円 33百万円 

 
 

                
↑41百万円の収入不足 
（見通しでは43.4百万円） 

        

歳
入 

国・県補助金・
起債・受益者負

担金等 

起債   
資本費平準債 

一般会計繰入金等 使用料等 
（計画 30.7百万円） 

2百万円 30百万円 89百万円 33百万円 

   農集排（３０年度） (見込)                            

歳
出 

建設費 
（建設改良費） 

公債費   103百万円（元金77百万、利子26百万） 
(計画 103百万円、元金77百万円、利子26百万円) 

維持管理費 

30百万円 73百万円 52百万円 

除外分 

負担割合 7割 負担割合 3割 （計画 52百万円）  

公費負担分 使用料負担分   

51百万円 22百万円   

0.1 百万円 30百万円 51百万円 22百万円 16百万円 36百万円 

 
 

                
↑38百万円の収入不足 
（見通しでは43.1百万円） 

        

歳
入 

国・県補助金・
起債・受益者負

担金等 

起債   
資本費平準債 

一般会計繰入金等 使用料等 
（計画 30.1百万円） 

0.1 百万円 30百万円 89百万円 36百万円 
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 下水道＋農集排 

（２９年度） 
(見込)                               

歳
出 

建設費（建設改良費）   
198百万円 

公債費   523百万円 
（計画 525百万円） 

維持管理費 
（計画 243百万円） 

管渠・処理場改築 
56百万円 467百万円 

除外分 負担割合 下水6  (農集7) 負担割合 下水4  (農集3) 

198百万円 
      公費負担分 使用料負担分 

      302百万円 165百万円 

198百万円 56百万円 302百万 0.百万 165百万円 237百万円  
 

                      
↑0百万の収入超過（見通しでは
7.6百万円の収入不足） 

        

歳
入 

国・県補助金・起債 起債 特別措置分 一般会計繰入金等 使用料等 

受益者負担金等 資本費平準化債 302百万円 （計画 402百万円） 

198百万円 56百万円 402百万円 

  
 下水道＋農集排 

（３０年度） 
(見込)                             

歳
出 

建設費（建設改良費）  
 113百万円 

公債費   531百万円 
（計画 537百万円） 

維持管理費 
（計画 234百万円） 

管渠・処理場改築 
55百万円 476百万円 

除外分 負担割合 下水6  (農集7) 負担割合 下水4  (農集3) 

113百万円 
      公費負担分 使用料負担分 

      309百万円 167百万円 

113百万円 55百万円 309百万 5百万 162百万 242百万円  
 

              
 5百万円の収入不足          ↑ 
 （見通しでは15.2百万円の収入不足） 

              

歳
入 

国・県補助金・起債 起債 特別措置分 一般会計繰入金等 使用料等 

受益者負担金等 資本費平準化債 314万円 （計画 389百万円） 

113百万円 55百万円   404百万円  
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Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 

下水道使用料（Ａ） 369,000 368,000 362,480 357,042 349,902 342,904 336,046 329,325 322,738 316,284 

下水維持管理費（Ｂ） 185,000 190,000 184,247 186,089 187,950 189,830 190,000 190,000 190,000 190,000 

下水償還元利金合計 422,951 428,470 436,041 435,630 438,795 438,811 429,181 424,861 405,145 393,623 

うち元利金使用料負担額（Ｃ） 142,990 145,687 139,538 139,401 140,336 140,327 137,424 136,114 130,185 126,715 

使用料不足分 41,010 32,313 38,695 31,552 21,616 12,747 8,622 3,211 2,553 △ 431 

（比較）経営戦略での見込額 35,811 27,884 26,841 19,166 8,783 2,036 △ 2,535 △ 8,314 △ 9,174 △ 12,686 

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 

農集排使用料（Ａ） 33,000 36,000 35,640 35,283 34,931 33,883 32,867 31,881 30,924 29,996 

農集排維持管理費（Ｂ） 52,000 52,000 51,411 50,897 50,387 49,884 49,385 48,892 48,402 47,918 

農集排償還元利金合計 100,385 103,092 105,927 108,135 110,431 112,470 114,154 114,429 114,837 114,873 

うち元利金使用料負担額（Ｃ） 21,706 21,248 22,122 22,619 23,161 23,828 24,597 25,384 26,257 27,151 

使用料不足分 △ 40,706 △ 37,248 △ 37,893 △ 38,233 △ 38,617 △ 39,829 △ 41,115 △ 42,395 △ 43,735 △ 45,073 

（比較）経営戦略での見込額 △ 43,435 △ 43,126 △ 43,686 △ 43,944 △ 44,250 △ 45,293 △ 46,416 △ 47,536 △ 48,722 △ 49,910 

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 

下水＋農集使用料（Ａ） 402,000 404,000 398,120 392,325 384,833 376,787 368,913 361,206 353,662 346,280 

下水＋農集維持管理費（Ｂ） 237,000 242,000 235,658 236,986 238,337 239,714 239,385 238,892 238,402 237,918 

下水＋農集償還元利金合計 523,336 531,562 541,968 543,765 549,226 551,281 543,335 539,290 519,982 508,496 

うち元利金使用料負担額（Ｃ） 164,696 166,935 161,660 162,020 163,497 164,155 162,021 161,498 156,442 153,866 

使用料不足分 304 △ 4,935 802 △ 6,681 △ 17,001 △ 27,082 △ 32,493 △ 39,184 △ 41,182 △ 45,504 

（比較）経営戦略での見込額 △ 7,624 △ 15,242 △ 16,845 △ 24,778 △ 35,467 △ 43,257 △ 48,951 △ 55,850 △ 57,896 △ 62,596 
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